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１．環境問題は現在の大きな関心事
・・・こんな時は規制先取型対応が効果的

規制緩和の時代に規制強化型になっている環境問題
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2. 増加する取引先からの環境対処要請
・・・取引維持のため、対応は不可欠

最近、グリーン調達、ＩＳＯ１４００１認証取得の要請、使用している化学物質の名称・量の開示
等、環境関連事項について取引先からの要請が増加しているようです。

このような要請は、規制ではありませんが、取引維持のために、対応は不可欠と考えられます。
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３．環境情報が企業評価指標

・・・環境に配慮しない企業には投資しない取引しない
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４．環境効果把握はコストダウンで見る

・・・環境にチャレンジすることは、新しいコストダウンへのチャレンジである
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５．環境経営の４つの視点

・・・生存力の維持／体力の向上／信用力の向上／成長力の向上

企業が持続可能な発展を実現するためには、大きな軸が２つあります。一つは、環境への
取り組みであり、もう一つは、その取り組みの対象が外部か内部かの対象分類です。

環境への積極的取り組みは競争優位を生み出し、消極的な取り組みは環境リスクによる経
営不安につながります。

外部への取り組みは信用力が向上し、内部への取り組みを強化することは体力の向上に
つながります。

持続可能な発展

信用力の向上

生存力の維持

成長力の向上

体力の向上
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６．環境経営の視点／その１

・・・生存力の維持・生き残りのための最低限の条件

持続可能な発展

生存力の維持

生存力の維持
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７．環境経営の視点／その２

・・・体力の向上・環境で企業を活性化させる

持続可能な発展

体力の向上

体力の向上



あどばる経営研究所A.V.MANAGEMENT

８．環境経営の視点／その３
・・・信用力の向上・環境対応で企業イメージを高める

持続可能な発展

信用力の向上

信用力の向上
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９．環境経営の視点／その４

・・・成長力の向上・市場拡大のチャンス

持続可能な発展

成長力の向上

成長力の向上
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１０．エコ・ソーシャルファンド指標

・・・環境面で企業の現在価値が評価される

昨今、企業を評価する際に、環境への取り組み度合いや持続可能性、またその情報開
示程度を加味する金融機関や格付け機関が多くなってきています。
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１１．循環型社会における新たなポジショニング
・・・大きなビジネスチャンスの到来

従来、企業における商品やサービスの戦略指向は、機能を強化しコストを低減する方向で
あった。ところが今や循環型社会への移行が世界中のコンセンサスとなっており、従来型の
戦略の方向を大きく転換せざるを得なくなっており、コストと機能という方向以外に環境という
軸が必要になっています。

新たなポジショニング
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１２．購買・発注活動における環境影響

・・・グリーン購入法で環境物品などの調達を促進
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１３．環境経営指向でグリーン購入・調達
・・・環境リスク管理の充実・軽減、販売先の拡大

グリーン購入法の成立により、今後、政府機関ばかりでなく地方自治体がグリーン購入・
調達に本格的に取り組み始めます。
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１４．生産活動における環境影響

・・・事業活動の流れによる投入と排出

あらゆるところで環境影響が潜在しています。
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１５．環境効率性から見た資源・エネルギー投入
・・・環境という切り口でコストダウンを発見する

環境効率性は、一般的に［生産価値／環境側面］と表せます。投入する資源は、資源採取
段階や輸送段階で環境影響が生じていますので、資源の使用量が少なければ、環境側面
も少ないと考えられます。従って同じ機能を持つ製品であれば、投入する資源が少ない方
が環境効率性は高いといえます。
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１６．環境配慮型製品・サービスの表示

・・・ タイプⅠ：エコマーク

タイプⅡ：環境配慮の主張・明示
タイプⅢ：製造段階などに於ける環境負荷量を表示
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１７．環境マネジメントの具体的システム

・・・ＩＳＯ１４００１マネジメントシステムの導入
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１８．環境立国宣言

・・・環境省２００３年度中間報告より


